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就業規則変更事項

	変更前

	【就業規則】

（定年退職）
第十九条　　職員の定年は６０才とし、定年に達した期日とします。

　　　二、　病院長については、前項の規定は適用しません。

　　　三、　病院は、労使協定の定めるところにより、定年退職する者のうち、引き続き、勤務を希望する者であって、次の全ての基準に該当する者を再雇用します。

　　　　　　
　　　　　　　①過去３年間の出勤率が90%以上であること
　　　　　　　②過去３年間に無断欠勤していないこと

　　　　　　　③過去３年間に出勤停止以上の懲戒処分を受けていないこと
④過去３年間の定期健康診断の結果、就業上支障がないと認められること
⑤人事考課がＢ（普通）以上であること
　　　　　　　⑥業務遂公行に必要な専門知識、または国家資格を有している者

　　　　　　　⑦法人が引き続き勤務を認めた者

　　　四、　定年退職後の再雇用に関する規定は別に定めます。




	変更後(H25.4.1～)


	【就業規則】

（定年退職）
第十九条　　　職員の定年は満６０才とし、定年に達した期日とします。ただし、本人が希望し、解雇事由又は退職事由に該当しない者であって、高年齢者雇用安定法一部改正法附則第3項に基づきなお効力を有することとされる改正前の高年齢者雇用安定法第9条第2項に基づく労使協定の定めるところにより、三の各号に掲げる基準（以下「基準」という。）のいずれにも該当する者については、６５才まで継続雇用し、基準のいずれかを満たさない者については、基準の適用年齢まで継続雇用します。

　　　二、　　前項の場合において、次の表の左欄に掲げる期間における当該基準の適用については、同法の左欄に掲げる区分に応じ、それぞれ右欄に掲げる年齢以上の者を対象に行うものとします。

　　　　　　　　　
[image: image1.emf]平成25年4月1日から平成28年3月31日まで 61歳

平成28年4月1日から平成31年3月31日まで 62歳
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3、 　病院は、労使協定の定めるところにより、定年退職する者のうち、次の全ての基準に該当する者を再雇用します。　

①ひき続き勤務することを希望している者

②過去３年間の出勤率が90%以上であること
　　　　　　　③過去３年間に無断欠勤していないこと

　　　　　　　④過去３年間に出勤停止以上の懲戒処分を受けていないこと
⑤過去１年間の定期健康診断の結果、就業上支障がないと認められること
⑥人事考課（S～Dランク）における評価が著しく不良（人事考課D）なまま、指導によっても

改善の見られない者に該当しないこと
　　　　　　　⑦業務遂行上に必要な専門知識、または国家資格を有している者

　　　　　

四、　病院長については、本条の規程は適用いたしません。

     五、　定年退職後の再雇用に関する規定は別に定めます。
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